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万博人気で京都経済低迷か
大阪関西万博が、事前の評判を覆し快調に入場者数を
伸ばしている。先日の休日には最高人数の18万人を超え

た。会場が広く、多くのパピリオンを見ることができないの
で、リピーターが多いという。このあおりを受けて、京都経
済にマイナスの影響が出ている。宿泊客数、飲食店や土
産物店の売上が軒並み減少。酷暑の影響もあるとはいえ、
万博をあてにしていた京都経済界は空振りに戸惑ってい
る。

＜解説＞これを某氏が名付けて「ブラックホール現
象」という。大量のエネルギーがブラックホールに吸
い寄せられ、吸収される。万博が、関西経済にとって
このような象徴的な現象になっている。事前の予測と
外れたのは、リピーターの多さ。特に、大阪周辺の近
隣に住む人たちは、通年パスを購入し既に数回の来
場をしている。関西の近隣地区に居住する人たちも、
同様の傾向があり、京都を素通りしてしまう。宿泊な
どは論外で、日帰りで何回でも万博に通う。関東、首

都圏の人も、京都を通り過ぎ大阪へ直行。大阪の飲食店や
関連の産業の売上は大きく伸びている。まさに、大阪独り
勝ち。今年のセリーグのペナントレースとそっくりだ。京都へ
の観光客は、従来インバウンド観光客で維持されていたが、
今年の夏の酷暑がSNSで拡散し、京都は暑いという評判が

定着した。実際、屋外を歩いている観光客は、目に見えて
減っている。屋内施設への予約は満杯で、任天堂ミュージ
アムは予約が取れないくらいだ。屋上ビアガーデンも暑す
ぎて、ビールどころではない。大阪万博では、関西広域にそ
の影響、余波が拡がると期待されていた。ところが、ふたを

開けてみたら、上半期は影響は小さかったが、エンド
が見えてきた後半は来場者数も増え、京都を通過す
る人が増えてしまった。成岡が関与する食品関連企
業でも、７月から８月にかけての売上は、例年の80％

くらいに留まり、先日の営業会議でもその理由が分
からないと担当者から戸惑いの声が聞こえる。一過
性ではある現象だが、まだ閉幕まで１か月近くある。
このまま京都経済にマイナスの影響を与えるのか、
どこかで転換点が来るのか。大きな影響を受けてい
る、宿泊、飲食、土産物関連事業者の動向が注目だ。
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